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の 研究 者 の デー タ (Ae, 1978 : Ichinose & Negishi, 1979 な ど ) を 含め て , 緯度 の 異な る 土地 に 住む アゲ 
ハチ ョ ウ の 休眠 性 に つい て 論じ た . 









































種 。 名 産 地 記事 (%)( 揚 度 ) 臣 界 日 長 休 陣 の 深き て B) 
オ ナン シン シア ゲ へ ハ 北 ボ ポル ネオ 0 (25 で ) 件 ーー 
ポテ ジア ゲハ 北 ボ 少 ネオ 100 (20 で ) 10 時 間 104,136 
シャ ョ オビ アゲ へ 北 ボ ルネ オ 0 (25 で ) = = 
ナガ サキ アゲ ム へ 北 ボ ルネ オ 0 (25C) ー ー 
ナガ サキ アゲ へ ハ 鹿 児島 100 (25 で ) 12 時 間 30 分 29-86 
ク p アデ ゲ ダム へ 対 馬 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 85—110 
ミヤ マカ ラス アゲ ハ 対 馬 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 65- 137 
モン キア ゲハ 京 者 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 37- 148 
オ ナ が ガ ア ゲ へ ハ 京 都 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 5 
ジャ ュ ウ アゲ ム へ 大 孤 100 (25 で ) 13 時 間 30 分 88 一 178 
ジャ コッ アゲ へ 京 。 都 ” 100(25 で ) 13 時 間 30 分 2 
ジャ ュ ッ アゲ へ 福 井 100 (25 で ) 12 - 14 時 間 136- 244 





12. 長野 県 南佐久 地方 の ベニ ヒ カ ゲ 


る . 伊藤 は 1978 年 この 一 帯 を 


な い が , 個体 数 は 少な か っ た と いえ よら うら. 


比較 的 標高 が 低い た めか , 


初め ょ り 出 始め た が , 一 般 に は ここ より 1 - 2 週間 早い . 

ほほ 発生 初期 に あたる 8 月 下旬 , すなわち 1984 年 は 25 日 , 1985 年 は 21 日 に 3 名 で ほぼ 3 ヶ所 で 午前 9 
時 30 分 より 11 時 30 分 まで 採集 し た 合計 を 示し た . 
図示 の 様 に 個体 数 雌 の 割合 と も に 減少 し て いた . 
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小池 久義 ・ 伊 藤 折 夫 ・ 高 橋 昭 (関東 ) 
長野 県 南佐久 郡 南牧 村 海 の で は 広範 囲 の 別荘 , レジ シャー 開発 が 行わ れ , 八ヶ岳 東麓 の 生物 相 に 大 きい 
影響 ああ た える も の と 考え ん られる. 私 ども は ここ と に ベニ ヒ カ ゲ を 取り あげ て , その 開発 の 影響 を 調べ た . 
1968 年 より 別荘 開発 が 行わ れ , その 後 導 次 拡大 され て いる . 分 譲 の 進行 に 伴い , 道路 も 舗装 が 進ん で い 
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調査 し た が , 本 種 を 見 出せ な か っ た . し か し 分 布 の 有無 に つい て は 結論 で き 


8 月 下旬 より 9 月 上 旬 に か け て , 発生 する . 赤岳 附近 で は 例え ば 今年 は 8 月 
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雌 成虫 の 体液 重 白 分 画 は 図示 の 様 に 分 画数 , 濃度 共に 減少 し 劣化 の 傾向 を 示し た . な お コリ ン エ ステ ラー 
ゼ , 卵 の 微細 構造 に つい て も 検討 し た . 





13. 鱗 次 学会 は 社会 に は た らき か けら れ な いか ? 一 その 一 環 と し て の 府県 蝶 指定 案 一 柴 谷 篤 弘 (近畿 ) 

貿易 摩擦 に 典型 的 に あら われ て いる よう に , 日 本 の 急激 な 経済 発展 に よる 種々 の 困難 な 問題 が , つぎ つ 
ぎ と お きる 時 代 で ある が , 鱗 次 学会 は た ん に 会 の 内 部 の 操作 に だ け 意 を 用 いる の で な く , 社会 の 動き を 先 
取り し て , 対 社会 活動 を 実践 する こと か 必要 で は な いか . それ に は , 1) 鱗 翔 学 の 内 容 を 社会 に より よく 
普及 させ る こと と と , (2) その 研究 を より 効果 的 に 推進 する こと を 考え て ゆく べき だ ろう . 社会 対策 委員 会 
の よう な も の を 設け て は どう か . 

(1) に つい て は , (3) 蝶 や 蜂 を 経営 の 名 称 や デザ イン に 使っ て いる 種々 の 多く の 営利 的 な 団体 へ の 宣伝 
活動 で アイ ディ ア , デザ イン の 助言 や 『 や どり が 』 へ の 広告 掲載 な どの 相互 活動 が 考え を られ る ( 例 : 蝶 
理 ( 建 設 )) パピ ビ ピョン, モル ホ ( 飲 食 )). (b) 都 道 府 県 蝶 を 指定 し て , それ ら の チョ ウッ の 棲息 環境 を ぁ や し , 
それ を ひと つの シン ボル また は 媒介 と し て , 自然 保護 の 正しい 理解 を ふか め て ゆく と いう 方 法 を 考え て み 
て は どう か . それ に は 昆虫 の 産卵 数 の 多い 繁殖 方 法 が も つ 特 殊 性 と , それ が 環境 保全 , 地域 開発 , 乱獲 , 
生態 調査 な ど に 対し て も つ 意 義 ・ 関 係 を , 各地 方 自治 団体 に よく 理解 させ , 正しい 知識 を 普及 させ る た め 
に 文書 や 講演 に よる 一 般 宣伝 活動 を あす べき で ある . これ は 標本 展示 と いう 従来 多く と られ て きた 方 法 を 代 
置 す る の が いい だ ろう . 

後者 に つい て は , 国立 の 自然 史 博 物 館 が , 既設 の 科学 博物 館 の 拡大 また は 競合 の 方 向 で は 作ら れ え な い 
管理 上 の 問題 か ある の で , 研究 機関 の 附属 資料 館 の 形 を と っ て 新 共 同 研究 所 の 開設 を 上 ざす の が よい と 思 
われ る . 一 例 と し て 生物 進化 研究 所 の よう な も の を 構想 し それ を すでに 発足 し た 京阪 奈 学術 研究 都市 また 
は それ と 競合 する 他 の 計画 の な か に 組み いれ られ る よ 2 う 運 動 を 開始 すべ き で あろ う . 





























14. ハグ ル マ ヤ ママ ユ の 種 の 解析 大 和田 守 (関東 ) 

ハグ ル マ ヤ ママ ュ の 仲間 は ヤマ マ ュ ガ 科 の 中 で は 比較 的 小型 で ある が , 鮮やか な 黄色 の 地 色 に 黒色 の 波 
状 横線 を 有 し , 内 横線 が 紅色 に 染め られ る 大 変 美しい 上 峨 で , 奄美 大 島 か ら 発見 され て 以来 日 本 人 に も な じ 
み の あ る 賊 と な っ た . この 属 に は 数 種類 の 賊 が 含ま れ て いる こと は MELL(1939) や ROEPKg(1953) の ペー 
パー か ら 和 想像 で きた が , SEITZ (1902) が “Katinka” 1 種 に まとめ て し まっ て 以来 明確 に 図示 され た こと も 
な く , 比較 標本 も 少な か っ た の で , 日 本 で は 正確 に 同定 され た こと と は な か っ た と いっ て よい だ ろう 25. 

1983 年 , 文部 省 科 学研 究 費 (海外 学術 調査 ) で ダー ジリ ン ・ シ ッ キ ム で 採集 する 機会 を 得 , 7 頭 の Loepa 
を 採集 し た が , それ ら は 4 種類 に 区 別 で きた . 一 方 , HOLLOWAY (1982) は 東南 アジ ア に LL. Katinka の 
近 縁 種 が 3 種 (Katinka, megacore, sikkima) 分 布 す る と し て , 雄 の 斑紋 と 交尾 器 の 区 別 点 を 簡明 に 示し た . 
この ノー ト を 参考 に し な が ら 手 元 に 集まっ た アフ ガニ スタ ン か ら イ ンド , ネ ペ ー ル , 東南 アジ ア , 中 国 , 
台湾 , 日 本 の 約 90 個体 の 標本 を 検討 し , Loepa の 全 鋭 を は は 把握 する こと が で きた の で , これ を 紹介 し た . 

また , 部 分 的 に HOLLOWAY(1982) の 見 解 と 相違 する 結論 が 出 て きた の で これ を 示し た . 彼 は L. Katinka 
を アジ ア の 広域 分 布 種 と し , ア . megacore を マレ ー 半 島 か ら ス ンダ ラン ド の も の と し た が , megacore に 対 
応 する 大 陸 の 亜 種 が イン ド か ら 人 台湾 に 広く 分 布 し , 真 の ZZ は ヒマ ラ ヤ の 南東 部 に 特産 する も の と 考 
えら れる . そこ で 台湾 に 分 布 す る も の は , 従来 し . katinka formosensis MELL,19399 と され て きた が , 
megacore の 亜 種 と すべ きも の と 考え られ る . また , 奄美 大 島 ・ 徳 ノ 島 ・ 沖 縄 島 北 部 に 分 布 す る も の は INOUE 

(1965) に よっ て “Azgz を 2” の 亜 種 szZ&ze と され た が , これ は 真 の 2 が 2Z に 近 緑 の 独立 種 と すべ きも の と 
考え られ る . 














15. 次 ・ 表 皮 の 形態 と 紋様 新川 勉 (関東 ) 
鱗 凌 類 の 紋様 表現 法 は 大 別 す る と 三 つ に 分 けら れる . 





NII-Electronic Library Service 


